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コメント 

 本研究は、宇宙プラズマ中の電磁サイクロトロン波による電子加速及

び散乱機構を人工衛星観測及び非線形波動モデルから実証することを目

的としているものである。応募者は当該分野で国際的に認知されている

研究者で最先端の研究成果を発表しており、これらの成果を更に発展さ

せジオスペースの放射線環境の理解と非線形プラズマ物理の深化に成果

を上げることが期待される。 
以上の理由により、基盤研究（Ｓ）として推進することが適当と判断

した。 
 

 


